
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
「
個

人
を
主
体
」
と
し
た
も
の
に

移
行
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。

　

日
本
工
大
Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
は
昨

年
度
に
続
き
、
今
年
度
も
12

月
に
特
別
公
開
授
業
「
も
の

づ
く
り
企
業
に
と
っ
て
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
機
会
と
脅
威
」
を
開

講
。
多
数
の
参
加
者
に
よ
る

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
中
小
の
も

の
づ
く
り
企
業
が
情
報
技
術

革
新
の
波
に
向
き
合
い
、
新

た
な
事
業
を
展
望
し
戦
略
的

発
想
を
持
ち
、
自
ら
が
近
未

来
を
創
り
出
し
て
ゆ
く
姿
勢

が
大
切
だ
と
思
う
。

波
は
個
人
と
会
社
、
そ
し
て

国
と
の
関
係
の
見
直
し
を

我
々
に
問
い
か
け
る
。
こ
の

波
に
乗
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
出
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
が
次
々
と
現
れ

る
一
方
、
Ｇ
Ｅ
や
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
巨
大
企
業
が

経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る
。

情
報
技
術
革
新
は
個
人
が
自

身
の
会
社
を
設
立
し
主
体
的

に
経
営
す
る
こ
と
を
促
し
、

個
人
が
一
つ
の
会
社
に
所
属

す
る
時
代
を
終
息
さ
せ
、
複

数
の
国
で
同
時
に
働
く
こ
と

を
容
易
に
す
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
意
味
が
大
き
く
変
わ

り
、「
企
業
を
主
体
」
と
し

上
が
登
録
し
て
お
り
、
短
時

間
で
会
社
を
設
立
し
、
銀
行

口
座
も
開
設
で
き
る
。「
電

子
居
住
権
」
を
取
得
し
た
日

本
人
も
多
い
よ
う
だ
。
エ
ス

ト
ニ
ア
政
府
は
、
こ
の
制
度

に
よ
り
海
外
か
ら
投
資
を
呼

び
込
む
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア

に
対
す
る
一
定
の
抑
止
力
効

果
も
期
待
し
、
２
０
２
５
年

ま
で
に
仮
想
国
民
を
２
千
万

人
に
す
る
目
標
を
掲
げ
る
。

　

地
球
全
体
が
隅
々
ま
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が

れ
、
国
境
を
越
え
て
大
量
の

デ
ー
タ
が
瞬
時
に
移
動
し
て

い
る
。
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
代

表
さ
れ
る
情
報
技
術
革
新
の

　

新
年
早
々
、
安
倍
首
相
の

北
欧
バ
ル
ト
三
国
の
一
つ
で

あ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
訪
問
に
関

す
る
報
道
が
あ
っ
た
。
２
０

０
４
年
に
私
も
Ｅ
Ｕ
加
盟
直

後
の
エ
ス
ト
ニ
ア
を
訪
問
し

た
こ
と
が
あ
る
。
国
土
は
九

州
本
島
の
一
回
り
大
き
い
程

度
で
、
人
口
も
１
３
０
万
人

あ
ま
り
の
小
国
だ
。し
か
し
、

国
家
戦
略
と
し
て
「
電
子
政

府
」
構
築
を
指
向
し
、
国
外

の
外
国
人
に
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
「
電
子
居
住

権
」
制
度
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

既
に
国
外
か
ら
２
万
人
以

近
未
来
の
「
個
人
と
会
社
と
国
」

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
三
宅
　
将
之

　

卒
業
お
め
で
と
う
。
晴
れ
て
卒
業
の
日
を

迎
え
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
入
学
し
た
２
０
１
４
年
は
広
島

豪
雨
や
御
嶽
山
噴
火
等
の
災
害
も
あ
り
ま
し

た
が
、
一
方
で
、
本
学
設
立
五
十
周
年
の
記

念
講
演
に
お
招
き
し
、
特
別
栄
誉
教
授
に
就

任
頂
い
た
中
村
修
二
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
医
療
診
断
や
タ
ク
シ
ー

配
車
の
最
適
化
な
ど
、
新
し
い
技
術
に
よ
る

社
会
の
変
化
は
益
々
加
速
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
社
会
に
船
出
し
て
い
く
皆
さ
ん
は
、
激

動
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
武
器
を
十
分

　

ご
卒
業
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
家
族
の
皆
さ
ま
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

社
会
へ
と
巣
立
つ
皆
さ
ん
が
日
本
工
業
大

学
で
学
び
、
あ
る
い
は
格
闘
し
て
身
に
つ
け

た
工
学
、
そ
れ
は
「
も
の
ご
と
を
解
決
し
、

新
た
に
生
み
出
し
て
い
く
手
だ
て
」
で
あ
り

ま
す
。
工
学
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
、
解
決

策
を
見
つ
け
出
す
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
ち
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
授
業
を
受
け
、
学
ん
で
出
し

た
結
果
は
、
先
生
か
ら
成
績
を
つ
け
ら
れ
て

完
結
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会
に

出
る
と
、
自
分
が
出
し
た
結
果
は
、
取
引
先

身
に
付
け
て
卒
業
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
失
業
」
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
が
人
間

に
取
っ
て
代
わ
る
の
は
「
作
業
」
で
あ
っ
て

「
職
業
」
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶

と
作
業
は
得
意
で
も
、
Ａ
Ｉ
は
思
考
し
た
り
、

自
分
で
目
的
を
決
め
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

ル
ー
チ
ン
作
業
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
任
せ
、

創
意
工
夫
や
判
断
と
い
う
人
間
に
し
か
で
き

な
い
領
域
に
皆
さ
ん
の
仕
事
の
内
容
は
変
化

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
皆
さ
ん

に
と
っ
て
有
用
な
武
器
と
は
、
個
々
の
知
識

や
ス
キ
ル
に
も
ま
し
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
知
的
好
奇
心
や
目
標
に
向

や
消
費
者
の
需
要
に
応
え
る
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
す
な
わ
ち
、
自
分
だ
け
で
完
結
せ

ず
、
社
会
に
向
き
合
っ
て
社
会
的
な
評
価
を

得
る
（
対
価
を
得
る
）
活
動
と
な
る
の
で
す
。

　

社
会
と
向
き
合
う
場
面
は
、
地
域
の
課
題

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
も
あ
り
ま
す
。

自
分
だ
け
な
ら
趣
味
で
完
結
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
こ
と
も
、
地
域
に
働
き
か
け
る
中

で
、
手
ご
た
え
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
再
び
、申
し
上
げ
る
な
ら
、皆
さ
ん
が

身
に
つ
け
た
の
は「
解
決
し
、生
み
出
す
手
だ
て
」

で
す
。
そ
の
眼
差
し
で
、世
の
中
を
見
つ
め
て

み
る
。
そ
れ
は
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
、自
己
の
能

力
を
掘
り
起
こ
す
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。

か
っ
て
粘
り
強
く
考
え
抜
く
資
質
で
す
。
こ

の
よ
う
な
、「
非
認
知
能
力
」
あ
る
い
は
「
性

格
ス
キ
ル
」
と
心
理
学
で
呼
ば
れ
る
能
力
は
、

意
識
す
れ
ば
成
人
後
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
伸

ば
せ
る
能
力
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
講
演
で
中
村
修
二
先
生
は
、
高
効

率
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
に
辿
り
着
く
ま
で
に

何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
さ
れ
、
自
ら
の
手
で

実
験
装
置
の
改
良
を
重
ね
た
と
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
出
現

す
る
ま
で
照
明
の
主
役
で
あ
っ
た
ラ
ン
プ
を

発
明
し
た
エ
ジ
ソ
ン
は
、
成
功
ま
で
に
五
千

回
も
失
敗
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と

を
彼
は
「
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
を
発
見
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
、
経
験
に
は
二
種
類
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
成
功
」
の
経
験
と
「
学
び
」
の
経
験
の
ふ

た
つ
、「
失
敗
」
と
い
う
経
験
は
な
い
の
で

す
。
皆
さ
ん
が
失
敗
を
恐
れ
ず
、
Ａ
Ｉ
に
は

な
い
思
考
力
と
独
創
性
で
、
日
本
の
未
来
に

貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
煩
雑
な
作
業
を
楽
に
片
付
け
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
移
動
を
も
っ
と

楽
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
人
に
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ど
う
す
れ
ば

間
違
い
な
く
伝
え
ら
れ
る
か
。
閑
古
鳥
が
鳴

い
て
い
る
商
店
街
を
ど
う
す
れ
ば
再
生
で
き
る

の
か
。
な
ど
な
ど
、
困
っ
た
こ
と
を
解
消
し
、

将
来
の
不
安
を
少
な
く
す
る
道
を
拓
く
の
が
、

皆
さ
ん
が
学
ん
だ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
す
。
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
社
会
を
良
く
す
る
課
題
解

決
に
情
熱
を
持
っ
て
進
ん
で
行
っ
て
下
さ
い
。

　

仕
事
の
場
で
、
学
生
時
代
の
専
門
分
野
と

直
接
つ
な
が
る
こ
と
を
し
て
い
く
の
か
、
全

く
異
な
る
分
野
に
携
わ
る
の
か
、
君
達
の
将

来
は
様
々
に
変
化
し
て
行
き
ま
す
。
し
か
し
、

「
解
決
策
を
見
つ
け
出
す
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
持

ち
続
け
る
こ
と
は
、
ど
の
様
な
分
野
に
も
通

底
す
る
価
値
で
あ
り
、
い
か
に
Ａ
Ｉ
が
発
達

し
よ
う
と
も
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
に
な

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
よ
き
出
発
を
祈
念
し
て
、
私
か

ら
の
は
な
む
け
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

学 長
成田 健一

理事長
柳澤 章

Ａ
Ｉ
に
は
な
い
思
考
力

と
独
創
性
を
磨
け

課
題
解
決
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
持
ち
続
け
よ
う

フォーミュラ工房 工房の成果発表会

カレッジマイスターに63名認定
ものづくりの現場での活躍を期待

カレッジマイスターエクセレントに
は生産現場のリーダーに求められる素
養を身に付けた者として25名が認定さ
れ、認定証とゴールドメダルが授与さ
れる。ものづくりの高い総合力を発揮
し、社会に大きく貢献することが期待
される。
　プライマリーには本学の実工学教育
におけるものづくりの基礎を徹底的に
学んだ者として38名が認定され、認定
証が授与される。積極性とものづくり
における基礎力を活かして自らの能力

を一層高め、実工学を学ぶ者の模範と
なることが期待される。工房ごとの認
定者は下記の通り。
【エクセレント】機械加工工房（5名）、
型技術工房（6名）、フォーミュラ工房

（3名）、モノ創りデザイン工房（1名）、
ロボット創造工房（4名）マイクロ・
ナノ工房（2名）、マイコン応用回路工
房（1名）、2×4木造建築工房（3名）
【プライマリー】フィジカルコンピュー
ティング工房（5名）、物理体感工房（5
名）、ものづくり入門工房（28名）
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平

成

二
十
九
年
度

卒
業
生
一
覧

3
月
20
日
付

確
定
者

機
械
工
学
科

も
の
づ
く
り
環
境
学
科

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報
工
学
科
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平成29年度　学長賞受賞者

　本賞は学業成績が特に優秀でかつ人物が優れた学部卒業生と
学術研究業績が特に顕著であった大学院修了生を対象としてい
る。今年度は大学院生3名、学部生15名が選ばれ、学位記授与
式において賞状と記念品が贈呈される。

留
学
生
別
科
修
了
式
挙
行

５
カ
国
18
名
が
修
了

大
学
院
工
学
研
究
科

修
了
生

大
学
院
技
術
経
営

研
究
科
修
了
生

（予定）

●
専
門
職
学
位
課
程

●
博
士
前
期
課
程

●
博
士
後
期
課
程

謝辞を述べる欧君

　

修
了
式
は
３
月
１
日
、
学

友
会
館
に
て
執
り
行
わ
れ
、

２
年
の
課
程
を
修
め
た
修
了

生
17
名
、
半
期
進
学
成
績
優

秀
者
１
名
が
出
席
し
た
。
出

身
国
別
で
は
中
国
７
名
、
台

湾
４
名
、
ベ
ト
ナ
ム
３
名
、

タ
イ
２
名
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
２
名
。

式
は
成
田
学
長
に
よ
る
修

了
証
書
授
与
な
ら
び
に
告

辞
、
柳
澤
理
事
長
の
祝
辞
、

記
念
品
贈
呈
と
続
い
た
。
修

了
生
代
表
の
欧
金
鑫
君
（
中

国
出
身
）
は
「
不
安

を
抱
え
て
入
学
し
た

が
、
教
職
員
の
優
し

さ
に
触
れ
、
日
本
語

を
覚
え
る
に
つ
れ
て

文
化
の
異
な
る
同
級

生
達
と
友
情
を
育
む

こ
と
が
で
き
た
。
課

外
活
動
や
日
本
文
化

体
験
行
事
を
通
じ

て
、
仲
間
と
と
も
に

１
つ
の
こ
と
を
や
り
抜
く
大

切
さ
も
学
ん
だ
。
教
職
員
や

宮
代
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
大
変
感
謝
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
国
際
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。

　

今
後
の
進
路
は
本
学
学

部
・
大
学
院
８
名
、
本
学
研

究
生
３
名
、
他
大
学
１
名
、

専
門
学
校
・
日
本
語
学
校
４

名
、
就
職
１
名
・
帰
国
１
名

で
あ
る
。

工学部
学　　科 氏　　名 出身校

機械工学科

ものづくり環境学科

創造システム工学科

電気電子工学科

情報工学科

建築学科

生活環境デザイン学科

大学院工学研究科
専　　攻 氏　　名

機械システム工学専攻

電子情報メディア工学専攻

建
築
学
科

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
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マイクロロボコン高校生大会

　第11回マイクロロボコン高校生
大会が12月23日、学友会館で開催
された。参加者は126名、参加高校
15校（9都府県）であり、エント
リー台数は1インチ部門、ネーム
カード部門合わせて202台と昨年の
2倍を超える参加台数となった。
　1インチ部門で優勝したのは、今

回初めて行われた地方大会を勝ち上
がってきた愛媛県立松山工業高等学
校であった。優勝した機体は基板か
ら自作したオリジナルであった。
ネームカード部門では完走できない
機体も多くあったが、今大会は完全
自作のロボットが多く、各高校の技
術力の高さが際立つ大会となった。

第11回マイクロロボコン　競技結果
順位・表 高校名 操作者 ロボット名

１
イ
ン
チ
部
門

優　勝 愛媛県立松山工業高等学校 木村　　仁 トヨタヴィッツ
準優勝 愛媛県立今治工業高等高校 野間　伊吹 Rikka
3　位 愛媛県立今治工業高等高校 木村　斗雅 初号機
4　位 愛媛県立今治工業高等高校 渡部　京介 きりん
5　位 東京都立八王子桑志高等学校 渡部　和希 エンゼルフレンチ
6　位 東京都立八王子桑志高等学校 舩木　　榮 おつり810円
7　位 茨城県立つくば工科高等学校 武藤　　歩 卵かけご飯
7　位 愛媛県立今治工業高等高校 宇野　　羽 アーサー

ネ
ー
ム

カ
ー
ド

部
門

優　勝 愛媛県立今治工業高等高校 宇野　　羽 電撃
準優勝 青森県立弘前工業高等高校 藪田　　臣 とうふ
3　位 青森県立弘前工業高等高校 粟津　翔太 クラン

特
別
賞

技術賞 茨城県立総和工業高等高校 印出　雄登 ―
エコロジー賞 長野県立松本工業高等高校 酒井　隆征 ―
デザイン賞 千 葉 県 立 清 水 高 等 高 校 岡田健太郎 ―

学長賞 茨城県立つくば工科高等学校 ― ―

全国から126名、202台が参戦

1インチ部門の機体 白線コースの周回タイムで競われる

学
長
と
学
生
代
表
の

懇
親
昼
食
会

　

昼
食
会
は
学
長
と
学
生
自

治
会
各
委
員
会
代
表
が
意
見

交
換
を
行
う
毎
年
の
恒
例
行

事
で
、
今
年
は
１
月
18
日
に

実
施
。
成
田
学
長
、
竹
内
学

生
支
援
部
長
、
学
生
代
表
と

し
て
水
沼
中
央
執
行
委
員
長

以
下
８
名
の
委
員
長
・
会
長

が
出
席
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
学
長
を
前

に
、
や
や
緊
張
し
た
表
情
で

自
己
紹
介
を
行
い
、
各
委
員

会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
説

明
。
学
長
か
ら
自
治
会
活
動

の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ

る
と
、
体
育
祭
の
参
加
学
生

の
減
少
や
、
団
体
ご
と
の
構

成
人
数
の
偏
り
と
い
っ
た
問

題
に
話
が
及
ん
だ
。
昨
年
４

月
に
竣
工
し
た
新
ク
ラ
ブ
棟

に
つ
い
て
は
「
新
し
く
き
れ

い
で
、
居
心
地
が
よ
い
」
と

概
ね
好
評
で
あ
る
一
方
、
施

錠
時
間
の
延
長
を
求
め
る
声

も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
学
長

は
「
学
生
達
が
自
主
的
に

ル
ー
ル
を
設
定
し
、
責
任
を

も
っ
て
管
理
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

納
得
で
き
る
提
案
が
あ
れ
ば

検
討
し
、
可
能
な
限
り
学
生

達
の
希
望
に
沿
え
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
答
え
た
。
ま

た
、
学
生
支
援
部
長
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練

の
場
と
し
て
、
ま
た
『
人
間

力
』
を
鍛
え
る
場
と
し
て
、

多
く
の
学
生
に
委
員
会
や
ク

ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
求
め
た
。

　

髙
橋
明
遠
名
誉
教
授（
電

気
電
子
工
学
科
）は
45
年
に

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

が
１
月
13
・
14
日
の
両
日
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
本
学

は
同
試
験
の
試
験
会
場
と

な
っ
た
。
両
日
と
も
に
定
刻

ど
お
り
、
各
教
科
の
試
験
が

行
な
わ
れ
た
。

12
月
16
日
、
学
友
会
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

環
境
教
育
検
討
部
会
主
催

「
環
境
特
別
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
本
講
演
会
は
本

学
環
境
教
育
の
一
般
普
及
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

今
年
は
、
本
学
で
非
常
勤

講
師
を
務
め
た（
独
法
）Ｋ
Ｉ

わ
た
り
、建
築
電
気
設

備
に
お
け
る
照
明
環
境

の
教
育
・
研
究
に
従
事
。

関
係
団
体
の
調
査
研
究

委
員
や
電
気
設
備
学
会

誌
編
集
委
員
長
を
務
め

た
ほ
か
、後
進
の
指
導
育
成

に
も
尽
力
し
た
。
こ
う
し
た

実
績
が
評
価
さ
れ
11
月
３

日
、日
本
電
気
協
会
よ
り
澁

澤
賞（
学
術
研
究
部
門
）が
贈

ら
れ
た
。
受
賞
に
際
し
髙
橋

教
授
は「
長
年
の
研
究
活
動

が
評
価
さ
れ
大
変
光
栄
だ
。

電
気
保
安
は
電
気
の
安
全
・

安
定
供
給
を
目
的
と
し
て
お

り
、円
滑
な
産
業
活
動
等
に

貢
献
す
る
重
要
な
分
野
。
今

後
も
一
層
精
進
し
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

天満宮例祭を挙行
　今年の例祭は2月17日の11時より、天神門脇の天満宮社前におい
て執り行われた。
　田川崇敬会会長をはじめとする幹事、柳澤理事長、成田学長、各
学科主任および部課長、さらには学生自治会各委員会の代表8名が
参列。春の訪れを思わ
せる暖かな陽気の中、神
職による祝詞奏上、玉
串奉奠などが粛々と行わ
れた。式後はアルテリー
ベ（食堂）に場所を移
し、直会が催された。

光
触
媒
の
現
状
と
未
来
へ
の
展
望

髙
橋
名
誉
教
授
が

日
本
電
気
協
会
澁
澤
賞
を
受
賞

環
境
特
別
講
演
会

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
主
任
研
究
員
で
あ

る
落
合
剛
氏
を
講
師
に
迎
え

「
光
触
媒
の
現
状
と
未
来
へ
の

展
望
〜
快
適
で
持
続
可
能
な

社
会
の
た
め
に
〜
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

落
合
氏
は
光
触
媒
が
建
材

や
浄
化
機
器
、
生
活
用
品
に

至
る
ま
で
幅
広
く
私
た
ち
の

生
活
の
中
で
応
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
事
例
を
交
え
て
解

説
。
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
カ
メ
ラ
を
利

用
し
た
「
光
触
媒
の
超
親
水

性
」
の
演
示
実
験
も
行
わ
れ

る
な
ど
、
参
加
者
の
興
趣
が

尽
き
な
い
講
演
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
本
学

の
学
生
と
工
学
的
視
点
に
基

づ
く
質
疑
が
活
発
に
交
わ
さ

れ
た
。

講師の落合剛氏

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

本
学
で
実
施

【
定
年
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

◆
髙
篠
昭
夫
教
授

（
専
門
職
大
学
院
）

◆
大
島
康
彰
教
授

（
機
械
工
学
科
）

◆
白
石
一
郎
教
授

（
建
築
学
科
）

◆
瀬
戸
眞
弓
教
授

（
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

◆
菊
地
信
一
教
授

（
共
通
教
育
系
）

◆
江
藤
香
准
教
授

（
情
報
工
学
科
）

◆
大
野
修
一
准
教
授

（
共
通
教
育
系
）

◆
小
早
川
隆
夫
助
手

（
建
築
学
科
）

◆
平
柳
惠
作
助
手

（
工
業
技
術
博
物
館
）

◆
佐
藤
建
夫
事
務
職
員

（
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
）

人
事
異
動

◆
小
川
万
希
子
事
務
職
員

　
（
学
生
支
援
課
主
任
）

◆
鈴
木
正
事
務
職
員

　
（
総
務
課
）

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

◆
近
江
正
幸
教
授

（
専
門
職
大
学
院
）

◆
神
野
健
哉
教
授

（
電
気
電
子
工
学
科
）

◆
川
村
清
志
教
授

（
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

◆
藤
村
建
雄
嘱
託
職
員

　
（
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
）

【
配
置
換
】（
１
月
１
日
付
）

◆
源
田
郁
絵
入
試
室
主
任
→

留
学
生
別
科
事
務
課
主
任
に

異
動

◆
劉
雯
准
教
授（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
中
国（
12
／

28
〜
１
／
７
）／
目
的
＝
協

定
機
関
・
留
学
フ
ェ
ア
の
参

加
と
留
学
生
別
科
学
生
募
集

活
動
等

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工

学
科
）／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト

ガ
ル（
１
／
14
〜
１
／
21
）／

目
的
＝
第
10
回
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
と
人
工
知
能
国
際
会
議
で

の
大
学
院
生
発
表
の
引
率

◆
高
橋
陽
子
講
師（
共
通
教

育
系
）／
出
張
先
＝
タ
イ

（
１
／
25
〜
１
／
30
）／
目
的

＝
日
本
留
学
説
明
会
に
お
け

る
学
生
募
集
活
動

◆
野
口
憲
治
助
手（
建
築
学

科
）／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン

ダ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ

ツ（
２
／
23
〜
３
／
３
）／
目

的
＝
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学

博
物
館
所
蔵
の
町
屋
模
型
の

調
査 国

外
出
張

◆
吉
田
要
講
師（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
２
／
24
〜
３
／
５
）／
目
的

＝
海
外
英
語
セ
ミ
ナ
ー
参
加

学
生
の
現
地
指
導
及
び
支
援

◆
山
中
章
子
准
教
授（
共
通

教
育
系
）／
出
張
先
＝
カ
ナ

ダ（
２
／
24
〜
３
／
26
）／
目

的
＝
同
前

◆
石
原
次
郎
教
授（
情
報
工

学
科
）／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト

ガ
ル（
２
／
27
〜
３
／
19
）／

目
的
＝
Ｂ
ｕ
ｉ
ｎ
ｈ
ｏ
で
の

制
作
活
動

◆
雨
宮
隆
教
授（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）／
出
張
先
＝

イ
ギ
リ
ス（
３
／
３
〜
３
／

６
）／
目
的
＝
国
際
リ
サ
イ

ク
ル
学
会
で
の
研
究
発
表

◆
木
村
貴
幸
准
教
授（
電
気

電
子
工
学
科
）／
出
張
先
＝

ハ
ワ
イ（
３
／
３
〜
３
／

９
）／
目
的
＝
２
０
１
８
年

信
号
処
理
学
会　

非
線
形
回

路
、通
信
、信
号
処
理
に
関
す

る
研
究
発
表

◆
松
浦
隆
文
助
教（
情
報
工

学
科
）／
出
張
先
＝
ハ
ワ
イ

（
３
／
３
〜
３
／
９
）／
目
的

＝
同
前

◆
神
野
健
哉
教
授（
電
気
電

子
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ハ

ワ
イ（
３
／
４
〜
３
／
９
）／

目
的
＝
２
０
１
８
年
非
線
形

回
路
、通
信
、信
号
処
理
に
関

す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
研
究
発
表

◆
於
保
茂
教
授（
電
気
電
子

工
学
科
）／
出
張
先
＝
韓
国

（
３
／
11
〜
３
／
14
）／
目
的

＝
米
国
電
気
電
子
学
会
セ
ン

サ
応
用
国
際
学
会
に
お
け
る

院
生
の
発
表
指
導
及
び
学
会

参
加

◆
古
閑
伸
裕
教
授（
機
械
工

学
科
）／
出
張
先
＝
中
国

（
３
／
13
〜
３
／
16
）／
目
的

＝
ハ
ル
ビ
ン
第
二
職
業
高
級

中
学
と
の
学
生
募
集
に
関
す

る
協
定
締
結
の
打
ち
合
わ
せ

◆
劉
雯
准
教
授（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
中
国（
３
／

13
〜
３
／
16
）／
目
的
＝
同

前◆
丸
山
友
希
夫
准
教
授（
共

通
教
育
系
）／
出
張
先
＝
香

港（
３
／
13
〜
３
／
17
）／
目

的
＝
技
術
者
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
科
学
者
の
国
際
合
同
会
議

に
て
研
究
発
表

◆
佐
野
健
一
教
授（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）／
出
張
先

＝
ア
メ
リ
カ（
３
／
18
〜
３

／
24
）／
目
的
＝
第
２
５
５

回
ア
メ
リ
カ
化
学
会
国
際
会

議
で
の
研
究
発
表

◆
山
地
秀
美
教
授（
情
報
工

学
科
）／
出
張
先
＝
イ
タ
リ

ア（
３
／
24
〜
４
／
１
）／
目

的
＝
第
11
回
先
進
的
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
人
間
の
イ
ン
タ

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
際

会
議
で
の
院
生
発
表
の
サ

ポ
ー
ト

◆
雨
宮
隆
教
授（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）／
出
張
先
＝

タ
イ（
４
／
５
〜
４
／
８
）／

目
的
＝
国
際
複
合
材
料
科
学

技
術
会
議
に
て
研
究
発
表

春
の
宮
代
は
桜
の
街

「
桜
市
２
０
１
８
」

宮代町
だより

211号

　

寒
い
冬
を
乗
り
越
え

て
、
今
年
も
桜
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
４
月
７

日
10
時
か
ら
、
笠
原
小
学

校
前
の
桜
並
木
の
下
で
、

恒
例
の
「
桜
市
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
元
商
業
者

等
に
よ
る
出
店
を
は
じ

め
、
町
内
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
に
よ
る
演
奏

や
演
舞
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
コ
ス
プ
レ
を
し
た
参

加
者
も
多
く
、
毎
年
大
変

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ご
家

族
や
ご
友
人
と
一
緒
に
ぜ

ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、
美

し
い
桜
を
眺
め
な
が
ら
春

の
宮
代
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
「
桜
市
」
の
詳
細
は
、

広
報
み
や
し
ろ
３
月
号
や

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
「
人
に
勝
つ
道

は
知
ら
ず
、
我
に

勝
つ
道
を
知
り
た

り
」（
柳
生
宗
矩

『
葉
隠
』
よ
り
）。

柳
生
宗
矩
は
大
和

柳
生
藩
（
現
在
の

奈
良
市
）
の
初
代
藩
主
だ
。

徳
川
将
軍
家
の
剣
術
指
南
役

を
務
め
た
剣
豪
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。
三
代
将
軍
・

徳
川
家
光
に「
柳
生
新
陰
流
」

と
呼
ば
れ
る
剣
術
を
伝
授
し

た
こ
と
は
有
名
な
話
だ
▼
そ

の
宗
矩
の
前
述
の
言
葉
は

「
人
に
勝
つ
よ
り
も
、
自
分

に
勝
つ
方
法
を
知
れ
」
と

い
っ
た
意
味
に
な
る
だ
ろ

う
。相
手
に
勝
つ
こ
と
よ
り
、

自
分
の
心
に
打
ち
勝
つ
、
と

い
う
こ
と
が
如
何
に
大
切
か

と
の
示
唆
で
も
あ
る
▼
最
高

峰
を
極
め
た
人
物
の
言
葉

は
、や
は
り
説
得
力
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
過
酷
な
自
己
鍛

錬
に
耐
え
抜
く
こ
と
の
方
が

相
手
に
勝
つ
よ
り
も
、
余
程

重
要
で
意
味
の
あ
る
こ
と
に

違
い
な
い
と
の
ご
託
宣
だ
ろ

う
▼
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
社
会
の
荒
波
に
、

間
違
い
な
く
、
も
ま
れ
る
は

ず
だ
。何
か
に
悩
ま
れ
る
時
、

落
ち
込
み
そ
う
な
時
に
是
非

こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
頂

き
た
い
▼
祈
、
幸
福
！【
信
】

編 集 後 記




